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春
華
門
院
昇
子
内
親
王
は
、
建
久
六
年
（
二
九
五
）
八
月
に
、
後
鳥
羽
天
皇
と
中
宮
宜
秋
門
院
任
子
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
女
で
あ
る
。
任
子
は
関
白
九
条
兼
実
の
娘
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
昇
子
は
兼
実
の
外
孫
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
昇
子
は
誕
生
し
て
か
ら
数
ヵ
月
後の建久六年十二月に、八条院の猶子となっている。
春
華
門
院
昇
子
へ
の
八
条
院
領
の
伝
領
に
つ
い
て
は
、
中
村
直
勝
氏
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
に
、
八
条
院
領
の
大
部
分
が
、
以
仁
王
の
遺
児
で
、
八
条
院
の
猶
子
と
な
っ
て
い
た
以
仁
王
の
姫
宮
に
処
分
さ
れ
た
。
そ
し
て
姫
宮
の
死
後
、
伝
領
さ
れ
て
い
た
所
領
が
八
条
院
に
戻
さ
れ
、
昇
子
（１）
に
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
皇
皐
と
し
て
、
中
村
氏
は
、
源
は
じ
め
に
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
平
争
乱
の
発
端
と
な
っ
た
以
仁
王
の
挙
兵
は
、
八
条
院
の
了
解
の
下
（２）
に
行
な
わ
れ
、
八
条
院
領
が
そ
の
財
源
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
村
氏
の
説
を
、
石
井
進
氏
は
、
荘
園
史
研
究
に
お
け
る
伝
領
派
の
代
表
と
さ
れ
る
中
村
氏
の
学
風
を
よ
く
示
し
た
好
論
文
と
評
さ
（３）
れている。さ》ｂに、近年、女院領の伝領について述べられ
て
い
る
野
村
育
世
氏
・
伴
瀬
明
美
氏
も
、
八
条
院
領
が
以
仁
王
の
姫
宮
を
経
て
昇
子
に
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
られている。
ま
ず
野
村
氏
は
、
八
条
院
は
以
仁
王
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
八
条
院
が
以
仁
王
の
挙
兵
に
関
係
が
な
い
と
は
い
え
な
い
動
き
を
し
て
い
て
も
、
一
連
の
乱
に
連
座
す
る
こ
と
な
く
以
仁
王
の
姫
宮
を
養
育
し
て
所
領
の
相
続
人
に
指
定
で
き
た
の
は
、
八
条
院
の
存
在
が
、
王
権
中
枢
部
か
ら
超
越
し
た
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
王
権
が
崩
壊
す
る
遠
城
悦
子
七
九
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（４）
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伴
瀬
氏
は
、
八
条
院
は
、
以
仁
王
の
姫
宮
を
相
続
人
と
し
て
決
め
て
い
た
が
、
建
久
七
年
（
’
’
九
六
）
正
月
の
八
条
院
の
病
に
よ
る
女
院
領
処
分
の
際
、
昇
子
の
父
後
鳥
羽
天
皇
が
昇
子
へ
の
伝
領
を
主
張
し
た
も
の
の
、
八
条
院
は
聞
き
入
れ
ず
、
安
楽
寿
院
領
を
は
じ
め
と
す
る
八
条
院
領
は
以
仁
王
の
姫
宮
に
伝
領
さ
れ
て
、
姫
宮
の
死
後
、
昇
子
に
処
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
女
院
が
治
天
の
君
の
意
向
に
対
抗
し
う
る
だ
け
の
強
い
処
分
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
（５）
ている。
と
こ
ろ
が
、
橋
本
義
彦
氏
は
、
建
久
七
年
正
月
に
、
八
条
院
が
以
仁
王
の
姫
宮
に
所
領
を
譲
ろ
う
と
し
た
も
の
の
そ
れ
が
許
さ
れ
ず
、
（６）
女
院
の
没
後
、
昇
子
に
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
栄
夫
氏
は
、
九
条
家
文
書
の
中
の
八
条
院
か
ら
昇
子
へ
の
所
領
譲
状
目
録
か
ら
、
建
久
七
年
正
月
に
、
八
条
院
か
ら
昇
子
に
所
領
が
譲
ら
れ
（７）
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
春
華
門
院
昇
子
へ
の
八
条
院
領
処
分
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
の
解
釈
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
領
の
伝
領
の
過
程
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伝
領
過
程
が
後
者
で
あ
れ
ば
、
前
者
の
伝
領
過
程
に
も
と
づ
く
八
条
院
の位置づけについて、考察し直す必要があろう。
ま
た
、
私
は
以
前
、
旧
稿
に
お
い
て
、
建
久
七
年
の
政
変
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
、
兼
実
は
、
少
な
く
と
も
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
の
時
点
で
、
関
白
を
辞
職
す
る
意
向
を
固
め
て
い
た
こ
と
、
昇
子
が
、
天
皇
の
外
戚
を
狙
う
兼
実
に
と
っ
て
期
（８）
侍していた外孫ではなかったことを一水した。仮に、建久七
年
正
月
の
時
点
で
、
八
条
院
か
ら
昇
子
に
所
領
が
譲
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
昇
子
が
、
誕
生
し
て
か
ら
数
ヵ
月
の
問
に
八
条
院
の
猶
子
と
な
り
、
外
祖
父
兼
実
が
進
退
問
題
を
懸
案
し
て
い
る
時
期
に
、
八
条
院
か
ら
所
領
を
伝
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
兼
実
の
進
退
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
の
経
緯
と
九
条
家
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
、
春
華
門
院
没
後
の
八
条
院
領
の
変
遷
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
のである。
註（
１
）
中
村
直
勝
「
安
楽
寿
院
領
」
四
○
九
頁
（
『
中
村
直
勝
著
作
集
』
四
荘
園
の
研
究
、
淡
交
社
、
’
九
七
八
）
。
（
２
）
同
「
以
仁
王
の
挙
兵
と
八
条
女
院
領
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
七
’
五、’九二一）。
（
３
）
石
井
進
「
源
平
争
乱
期
の
八
条
院
周
辺
」
六
頁
（
同
編
『
中
世
の人と政治』、吉川弘文館、’九八八）。
（
４
）
野
村
育
世
「
王
権
の
中
の
女
性
」
一
一
一
七
～
三
八
頁
（
峰
岸
純
夫
編
「
中
世
を
考
え
る
家
族
と
女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
）
。
八○
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八
条
院
か
ら
春
華
門
院
昇
子
に
所
領
が
譲
ら
れ
た
こ
と
は
、
九
条
家文書に収められている、次の史料によって確認できる。
この史料を、便宜上、史料〔１〕とする。
｜結銘云、八条院被し奉レ譲二姫宮状、加二女房消息一
一通八条院被し献二宜秋門院一御書元久元年五月廿三日
（Ａ二通八条院被し譲二中宮姫宮一状建久七年正月十四日
（Ｂ）一通歓喜光院御讓文建久七年十二月廿四日
（Ｃ二通八条院御教書敵鵬庄鮒鍬之云々建久七年正月十四日
一通法皇御惣処分状正文在二内裏一
十
通
女
房
状
等
已
上春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
（
５
）
伴
瀬
明
美
「
院
政
期
～
鎌
倉
期
に
お
け
る
女
院
領
に
つ
い
て
ｌ
中
世
前
期
の
王
家
の
在
り
方
と
そ
の
変
化
ｌ
」
五
三
頁
（
『
日
本
史
研究』一一一七四、’九九三）。
（６）『国史大辞典』「八条院」（橋本義彦氏執筆）。
（７）中野栄夫「九条家領播磨国田原荘・蔭山荘の成立」’
三一一一頁（『法政大学文学部紀要』一一一九、一九九四）。
（８）遠城悦子「建久七年の九条兼実『関白辞職』」（『法政
史学』四六、一九九四）。
八条院から春華門院への伝領
一結銘云、八条女院の春花門への御文とも十三
（
Ｄ
二
通
智
恵
光
院
御
讓
文
建
久
七
年
正
月
（Ｅ）｜通御庄個御譲文議兆露繩零蝿紙磐灌静蕊一
（
Ｆ
二
通
蓮
花
心
院
御
讓
文
建
久
二
年
十
月
（Ｇ）一通安楽寿院井歓喜光院御譲文建仁二年十月
（Ｈ）｜通山上住院御讓文元久元年五月
（１）｜通高野伝法院・覚王院印・菩提心院御譲文元久元年五月
（Ｊ）一通御領一一一ヶ所御譲文事鰯吐罐銀町鐡艸舐疏薊際す
－
通
西
御
方
間
事
一
通
三
位
殿
等
事
一
通
高
倉
殿
事
一
通
中
納
言
中
将
事
一
通
女
房
達
事
已上これらの譲状は、建長八年（一二五六）八月に作成され
（ｌ）
た「九冬奎家重書目録」に収められているものである。本論
にはいる前に、（Ｆ）の年月について検討したい。（Ｆ）
は
、
蓮
花
心
院
領
の
八
条
院
か
ら
春
華
門
院
昇
子
へ
の
譲
状
で
あ
る
。
（
Ｆ
）
の
年
月
は
、
建
久
二
年
（
二
九
一
）
正
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
昇
子
が
生
ま
れ
る
の
は
、
建
久
六
年
（
二
九
五
）
八
月
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
（
Ｆ
）
の
建
久
二
年
正
月
と
い
う
の
は
、
目
録
八
一
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が
作
成
さ
れ
た
際
に
、
書
き
誤
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
（
Ｇ
）
の
年
月
が
建
仁
二
年
（
一
二
○
二
）
十
月
と
あ
り
、
或
い
は
、
（
Ｆ
）
は、建仁二年十月を、建久二年十月と誤ったのではないか
と推察される。
史
料
〔
１
〕
の
譲
状
の
中
で
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
十
四
日
の
日
付
の
も
の
は
、
『
玉
葉
』
同
日
条
の
内
容
と
照
合
す
る
。
『
玉
葉
』
同
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
を
、
便
宜
上
、
史
料
〔
２
〕
と
す
る
。
八条院御悩、為二危急「暫不レ可レ及二其沙汰一歎、明日
参二彼院一随二御有様「可一一左右一之由仰了、入し夜参
内、自一一八条院一以二長経朝臣一為二御迎『被し献二御跡一
①
事「被し奉レ処．分姻宮司之状所し被し進也、即奏二事由「
申二御返事一了、安楽寿院、歓喜光院等所し被し奉也、又
②
庁分御庄々等、分．賜中将良輔一之外、併可レ有二姻宮
御分一也、但故三条宮御娘先年可し被レ相１承女院御跡一
之由、御処分了、佃被二一勘一之問、不し可レ有二相違｛
③
其後、此姻宮一向可レ為二御沙汰一之由、所し被二申置一
也、
八
条
院
領
が
「
姫
宮
」
に
譲
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
姫
宮
」
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
傍
線
部
①
②
の
「
姫
宮
」
と
、
傍
線
部
③
の
「
姫
宮
」
を
検
討
し
て
み
る
法
政
史
学
第
四
十
八
号
と
、
「
故
三
条
宮
御
娘
」
の
前
に
「
但
」
が
き
て
い
る
か
ら
、
傍
線
部
①
②
の
「
姫
宮
」
と
「
故
三
条
御
宮
娘
」
と
は
別
人
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傍
線
部
③
の
「
姫
宮
」
と
は
、
「
此
」
が
き
て
い
る
か
ら
、
文
脈
上
、
直
前
の
「
故
三
条
宮
御
娘
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
「
故
三
条
宮
御
娘
」
と
は
、
以
仁
王
の
遺
児
の
姫
宮
で
あ
る
。
で
は
、
傍
線
部
①
②
の
「
姫
宮
」
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
条
院
か
ら
所
領
分
与
の
書
状
を
こ
の
「
姫
宮
」
（
実
際
は
、
兼
実
）
に
も
た
ら
し
た
使
者
は
、
「
長
経
朝
臣
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
こ
の
長
径
は
、
先
に
掲
げ
た
史
料
〔
ｌ
〕
の
（
Ｃ
）
に
も
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。
｜
方
、
『
玉
葉
』
の
他
の
条
で
こ
の
長
経を捜してみると、建久七年（’二九六）正月十日条に、
「参二八条院｛謁二仁和寺宮（被し示二女院御後事等一大略無二
其愚一御座云々、可二奉行一之院司也、凡無二其人一云々、年
預
長
経
朝
臣
、
兼
姫
宮
年
預
、
然
而
、
去
二
其
職
一
可
二
奉
行
一
之
由、余申し之、依レ有二先例一也」とみえ、八条院領の処分に
際
し
、
そ
れ
を
司
る
適
当
な
人
物
が
い
な
い
た
め
、
「
姫
宮
」
の
年
預
で
あ
る
長
経
に
そ
れ
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
正
治
二
（
’
二
○
（２）
○）年一一月一一一日に、長経は中宮任子の奉幣の陪膳を務め、
同
年
六
月
二
十
八
日
の
任
子
の
院
号
宣
下
に
伴
う
院
司
の
選
定
に
お
（３）
いては任子の年預になっている。これらのことか三ｂ、「長
経
朝
臣
」
は
九
条
家
に
近
い
人
物
で
あ
り
、
傍
線
部
①
②
の
「
姫
八
一
一
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宮
」
と
は
、
任
子
の
娘
、
す
な
わ
ち
昇
子
内
親
王
（
春
華
門
院
）
と
みなされよう。
し
た
が
っ
て
、
史
料
〔
２
〕
は
、
「
安
楽
寿
院
領
・
歓
喜
光
院
領
は
、
昇
子
に
譲
る
。
そ
の
他
の
八
条
院
領
に
つ
い
て
は
、
良
輔
と
分
け
合
う
こ
と
。
以
仁
王
の
姫
宮
に
つ
い
て
は
、
先
年
す
で
に
所
領
を
分
与
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
所
領
を
領
知
す
る
こ
と
」
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
、
史
料
〔
ｌ
〕
の
（
Ａ
）
で
あ
ろ
う
。
安
楽
寿
院
領
・
歓
喜
光
院
領
は
、
春
華
門
院
昇
子
に
譲
ら
れ
、
以
仁
王
の
遺
児
の
姫
宮
に
は
伝
領
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
八
条
院
領
が
以
仁
王
の
姫
宮
を
経
て
昇
子
に
譲
ら
れ
た
と
す
る
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
「
但
故
三
条
宮
御
娘
先
年
可
し
被
レ
相
．
承女院御跡一之由、御処分了、佃被二一勘一之間、不し可レ有二
相違「其後、此姫宮一向可レ為二御沙汰一之由、所し被二申置一
也
」
は
、
「
先
年
、
以
仁
王
の
姫
宮
と
の
間
で
、
八
条
院
領
を
譲
る
約
束
を
し
て
い
て
、
既
に
譲
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
以
仁
王
の
姫
宮
の
死
後
に
、
八
条
院
領
を
昇
子
に
譲
る
こ
と
と
す
る
」
と
解
釈
さ
れ
、
史
料
〔
ｌ
〕
（
Ａ
）
は
、
八
条
院
か
ら
昇
子
へ
の
所
領
の
譲
状
で
は
な
く
、
い
ず
れ
八
条
院
領
を
譲
る
こ
と
を
約
束
し
た
置
文
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
八
条
院
領
庁
分
で
あ
る
、
相
模
国
二
宮
河
勾
庄
と
和
泉
国
字
多
勅
使
田
に
関
す
る
史
料
を
み
て
みたい。
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
まず、河勾庄については、嘉禎四年（一二一一一八）四月の
安嘉門院庁政所下文（『鎌倉遺文』五一一三五号）に、「寄。
進八条院一（中略）、其後春花門院御伝領之時、子細同前、
次佐渡院御相伝之後、如二二代之先例一無二一方之違乱一然
間承久乱逆之後、被し進二安嘉門院御領一之時」とあり、ま
た
、
『
昭
慶
門
院
御
領
目
録
』
（
『
鎌
倉
遺
文
』
二
二
六
六
一
号
）
の、正安四年（乾元元年）（’一一一○二）に、大宮中納言か
ら
後
宇
多
院
に
進
献
さ
れ
た
も
の
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
史
料
〔
ｌ
〕
（
Ｅ
）
の
加
賀
国
熊
坂
荘
、
（
Ｊ
）
の
播
磨
国
田
原
庄
、
駿
河
国
服
織
庄
、
安
芸
国
安
摩
庄
も
、
後
宇
多
院
に
進
献
さ
れ
た
庁
分
の
な
か
に
み
え
る
。
河
勾
庄
が
、
以
仁
王
の
姫
宮
を
経
ず
に
、
八
条
院
↓
春
華
門
院
（
昇
子
）
↓
順
徳
院
↓
安
嘉
門
院
か
ら
後
宇
多
院
へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
｜
方
、
宇
多
勅
使
田
に
つ
い
て
は
、
藤
原
定
家
が
著
わ
し
た
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
」
の
建仁元年（’二○｜）十月六日条に「宇多庄楠綴鵬飾」と
あ
り
、
ま
た
、
河
勾
庄
と
同
様
に
、
『
昭
慶
門
院
御
領
目
録
』
後
宇
多
院
に
進
献
さ
れ
た
庁
分
に
見
い
だ
せ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
宇
多
勅
使
田
の
、
八
条
院
以
降
の
所
有
者
に
関
す
る
史
料
は
こ
の
二
点
で
あ
る
。
宇
多
勅
使
田
は
、
八
条
院
↓
八
条
院
姫
宮
↓
後
宇
多
院
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
八
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で
、
字
多
庄
の
所
有
者
が
、
「
八
条
院
姫
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
八
条
院
姫
宮
」
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
八
条
院
領
を
譲
ら
れ
た
姫
宮
に
は
、
昇
子
と
以
仁
王
の
姫
宮
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
期
に
、
定
家
は
『
明
月
記
』
に
お
い
て
、
昇
子
は
「
｜
品
宮
」
（
建
仁
二
年
正
月
一
日
、
五
月
六
日
、
十
日
、
十
九
日
、
廿
八
日
、
八
月
廿
二
日
条
）
と
記
し
て
い
る
。
｜
方
、
以
仁
王
の
姫
宮
は
、
「
彼
姫
宮
」
（
建
仁
二
年
八
月
廿
二
日
条
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
姫
宮
が
没
し
た
こ
と
を
述
べ
た
元
久
元
年
二
月
廿
七
日
条
に
は
、
「
八
条
院
号
二
姫
宮
一
人
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
八
条
院
姫
宮
」
が
、
一
品
の
昇
子
内
親
王
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
「
八
条
院
姫
宮
」
は
、
八
条
院
の
猶
子
と
な
っ
て
い
た
以
仁
王
の
姫
宮
と
見
な
さ
れ
、
宇
多
勅
使
田
は
、
以
仁
王
の
姫
宮
に
譲
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
八
条
院
領
が
後
宇
多
院
へ
伝
え
ら
れ
る
ま
で
に
、
個
々
の
庄
に
よ
っ
て
、
二
通
り
の
ル
ー
ト
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二
通
り
の
ル
ー
ト
と
は
、
あ
る
庄
は
、
八
条
院
↓
春
華
門
院
（
昇
子
）
に
伝
領
し
た
ル
ー
ト
と
、
そ
れ
と
は
別
の
庄
は
、
八
条
院
↓
以
仁
王
の
姫
宮
に
渡
っ
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
八
条
院
領
の
中
の
個
々
の
庄
の
伝
領
過
程
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
八
条
院
↓
昇
子
と
、
八
条
院
↓
以
仁
王
の
姫
宮
の
二
つ
の
伝
領
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
法
政
史
学
第
四
十
八
号
で
、
史
料
〔
２
〕
の
『
玉
葉
』
の
記
事
の
解
釈
に
、
目
を
転
じ
た
い
。
こ
の
記
事
を
、
八
条
院
領
が
、
八
条
院
↓
以
仁
王
の
姫
宮
↓
昇
子
へ
と
伝
領
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
、
つ
ま
り
傍
線
部
①
②
③
の
「
姫
宮
」
を
昇
子
と
み
な
す
と
、
実
際
の
伝
領
過
程
と
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
傍
線
部
①
②
の
「
姫
宮
」
を
昇
子
と
、
傍
線
部
③
の
「
姫
宮
」
を
以
仁
王
の
姫
宮
と
す
る
と
、
史
料
〔
２
〕
は
、
八
条
院
領
は
、
建
久
七
年
の
時
点
で
、
昇
子
と
（
良
輔
と
）
以
仁
王
の
姫
宮
に
分
与
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
、
実
際
の
伝
領
ル
ー
ト
が
二
通
り
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
史
料
〔
２
〕
の
中
の
、
昇
子
に
八
条
院
領
を
譲
る
こ
と
を
記
し
た
「
被
し
奉
レ
処
。
分
姫
宮
一
之状所レ被し進也」「安楽寿院、歓喜光院等所し被し奉也」に
は
、
動
作
の
対
象
を
敬
う
謙
譲
語
の
意
味
を
持
つ
「
奉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
此
姫
宮
一
向
可
レ
為
二
御
沙
汰
一
之
由
」
に
は
、
尊
敬
を
表
わ
す
品
詞
が
使
わ
れ
て
い
な
い
（
こ
の
場
合
、
「
沙
汰
を
す
る
」
は
自
動
詞
だ
か
ら
、
他
動
詞
に
つ
く
「
奉
」
は使われない。尊敬の品詞がくるとしたら、「被二御沙汰一
給」であろうか）。このことからも、傍線部③の姫宮は、
内
親
王
で
あ
る
昇
子
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
皇
族
で
は
あ
っ
て
も
内
親
王
で
は
な
く
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
謀
反
人
の
子
と
見
な
さ
れ
て
い
た
以
仁
王
の
姫
宮
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
但
故
三
条
宮
御
娘
先
年
可
し
被
レ
相
．
承
女
院
御
八
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跡一之由、御処分了、価被二一勘一之間、不し可レ有二相違「其
後、此姫宮一向可レ為二御沙汰一之由、所し被二申置一也」は、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
（
八
条
院
領
を
昇
子
に
譲
ら
れ
る
こ
と
を
、
八
条
院
が
し
た
た
め
ら
れ
た
書
状
が
届
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
奏
上
し
ま
す
と
返
事
を
申
し
上
げ
た
。
そ
の
讓
状
に
は
、
安
楽
寿
院
領
・
歓
喜
光
院
領
等
を
昇
子
に
献
上
さ
れ
る
と
書
い
て
あ
っ
た
）
但
し
、
以
仁
王
の
姫
宮
に
も
、
先
年
既
に
八
条
院
領
の
一部を譲ってあります。一寸調べて（「勘」Ⅱよく調べる）
み
た
と
こ
ろ
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
（
と
の
内
容
だ
っ
た
）
。
そ
の
あ
と
、
（
再
度
八
条
院
か
ら
）
以
仁
王
の
姫
宮
に
は
、
先
年
譲
っ
た
所
領
を
も
っ
ぱ
ら
領
知
す
る
よ
う
に
し
ま
す
、
と
申
さ
れ
た
」
と
。
「
其
後
」
は
、
死
後
の
意
で
は
な
く
、
単
に
時
間
の
経
過
を
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
「
申
置
」
は
、
置
文
を
作
成
す
る
と
い
う
意
で
は
な
く
、
「
言
い
置
く
」
を
丁
寧
に
使
う
と
き
の
表
現
方
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
史
料
〔
２
〕
は
、
八
条
院
領
が
、
建
久
七
年
正
月
に
、
昇
子
と
良
輔
と
以
仁
王
の
姫
宮
の
三
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
安
楽
寿
院
領
と
歓
喜
光
院
領
が
昇
子
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
が
、
史
料
〔
１
〕
に
あ
る
（
Ｂ
）
（
Ｇ
）
の
譲
状
で
あ
ろ
う
。
し
かし、ここで問題となるのは、（Ｂ）（Ｇ）の年月日が、
『玉葉』の記事と一致しないこと、歓喜光院領の譲状が二
春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
通
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
のであろうか。
所
領
の
伝
領
が
、
双
方
の
間
で
約
諾
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
に
、
伝
領
が
す
ん
な
り
と
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
例
と
し
て
、
九
条
良
通
の
皇
嘉
門
院
領
伝
領
が
あ
る
。
良
通
は
兼
実
の
子
で
あ
る
が
、
皇
嘉
門
院
の
猶
子
と
な
り
、
皇
嘉
門
院
領
の
一
部
を
伝
領
す
る
こ
と
と
な
っ
ていた。しかし、兼実の異母兄の松殿基一房がこの伝領に異
議を唱え、皇嘉門院は基一房の主張を一時受け入れ、良通に
譲
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
所
領
を
、
基
房
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
当
初
の
約
束
通
り
、
良
通
が
伝
領
す
る
こ
と
（４）
と
な
っ
た
。
所
領
譲
渡
の
約
束
が
あ
っ
て
も
、
第
三
者
の
異
議
申
し
立てにより、伝領が滞る場合もあり得るのである。
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
の
昇
子
へ
の
譲
状
が
、
『
玉
葉
』
の
記
事
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
す
記
述
は
、
管
見
の
限
り
で
は
記
録
類
に
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
良
通
の
皇
嘉
門
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
経
緯
を
念
頭
に
置
い
て
み
る
と
、
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（一二○一一）八月一一十二日条の次の記事に目をとめたい。
一品宮御目病此間忽御平減、自二広隆寺一直可レ御二院御
所一云々、此事皆有し故歎、末代人口只如レ狂、彼姫宮
於二日吉一奉レ呪。誼人々一之由、権門辺人々謁歌披露
云
々
、
近
代
生
老
病
死
、
只
有
二
悉
呪
誼
之
間
『
非
二
呪
誼
一
八
五
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者、無二病死之狂一之由人存歎、是皆業報耳、（中略）
又一品宮、一一一位中將殿、井其妻近日連々病悩、是又彼
姫宮呪狙云々、｜事以上無し益、可レ悲世也、
二
品
宮
」
と
は
、
春
華
門
院
昇
子
の
こ
と
で
あ
る
。
建
仁
二
年
五
月
、
昇
子
は
目
を
煩
い
、
そ
の
病
状
は
重
か
っ
た
ら
し
く
、
昇
子
は
（５）
八条院と日士口社に参詣したり、八条院女房で昇子に仕えて
（６）
いた健寿御一別と参篭したりしている。さて、この昇子の眼
病
に
つ
い
て
、
定
家
は
「
彼
姫
宮
」
の
呪
誼
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
彼
姫
宮
」
は
、
兼
実
の
息
の
良
輔
と
そ
の
妻
も
呪
調
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
彼
姫
宮
」
と
は
、
以
仁
王
の
遺
児
の
姫
宮
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
史
料
〔
２
〕
に
記
さ
れ
た
、
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
を
は
じ
め
と
す
る
、
八
条
院
領
の
処
分
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
、
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
は
昇
子
に
、
他
の
女
院
領
に
つ
い
て
は
、
良
輔
と
分
け
合
う
こ
と
と
さ
れ
、
以
仁
王
の
姫
宮
に
は
、
以
前
与
え
ら
れ
た
も
の
以
外
に
所
領
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
姫
宮
に
と
っ
ては、不満の残る処分内容だったのである。
お
よ
そ
「
呪
誼
」
の
噂
と
い
う
も
の
は
、
支
障
を
来
す
相
手
を
不
利
な
状
況
に
す
る
た
め
に
、
ｌ
「
栄
華
物
語
」
に
み
え
る
、
藤
原
伊
周
が
、
花
山
院
に
弓
を
引
い
た
り
、
臣
下
が
行
な
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
大
元
帥
法
を
行
な
っ
た
と
い
う
噂
で
配
流
と
な
り
、
か
法
政
史
学
第
四
十
八
号
わ
っ
て
道
長
が
繁
栄
し
た
の
は
、
道
長
側
が
こ
の
噂
の
発
信
源
と
み
（７）
ら
れ
る
よ
う
に
Ｉ
そ
の
直
後
に
栄
進
す
る
側
が
流
し
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
九
条
家
の
昇
進
に
つ
い
て
み
て
み
る
と、この呪誼の噂の三ヵ月後の建仁一一年（’’’○一｜）十月
（８）
二
十
一
日
に
、
兼
実
の
政
敵
で
あ
っ
た
源
通
親
が
「
頓
死
」
し
、
同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
氏
長
者
が
近
衛
基
通
か
ら
兼
実
の
息
良
経
に
替
わ
り
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
摂
政
も
基
通
か
ら
良
経
（９）
に
替
わ
っ
て
い
る
。
建
久
七
年
（
’
’
九
六
）
に
兼
実
が
関
白
を
辞
職
し
て
以
来
六
年
の
間
、
九
条
家
に
と
っ
て
は
「
冬
の
時
代
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
、
九
条
家
に
「
春
」
が
到
来
し
て
い
るのである。
ま
た
、
『
明
月
記
』
の
著
者
藤
原
定
家
の
同
腹
の
姉
で
、
昇
子
に
仕
え
た
健
寿
御
前
が
記
し
た
『
健
寿
御
前
日
記
』
に
は
、
以
仁
王
の
姫
宮
が
昇
子
を
呪
誼
し
た
と
い
う
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
姫
宮
と
昇
子
は
共
に
八
条
院
の
猶
子
で
、
八
条
院
御
所
に
居
住
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
健
寿
御
前
は
、
八
条
院
に
仕
え
る
以
前
、
以
仁
王
の
同
腹
の
姉
の
亮
子
内
親
王
（
般
富
門
院
）
に
仕
え
て
お
り
、
「
参
二
斎
（い）
宮一訪。申健御前｛奉レ抱二姫宮こと、以仁王の姫宮を養育
（Ⅱ）
していた。『健寿御一別日記』には、八条院に仕える女一房・
侍
達
に
つ
い
て
や
、
平
氏
に
奉
じ
ら
れ
て
西
走
し
た
安
徳
天
皇
に
替
わ
る
新
天
皇
の
人
選
に
関
す
る
八
条
院
と
後
白
河
院
と
の
対
話
が
記
八六
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さ
れ
て
お
り
、
八
条
院
御
所
内
の
様
子
が
詳
細
に
書
き
残
さ
れ
て
い
（皿）る。
姫
宮
の
昇
子
呪
誼
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
健
寿
御
前
は
、
呪
調
事
件
そ
の
も
の
で
な
く
と
も
、
間
接
的
表
現
で
書
き
留
め
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
『
明
月
記
』
に
、
以
仁
王
の
姫
宮
が
昇
子
と
良
輔
を
呪
誼
し
た
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
姫
宮
が
二
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
障
害
を
与
え
て
い
て
、
九
条
家
側
と
し
て
は
、
そ
れ
が
支
障
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
が
、
建
久
七
年
二
一
九
六
）
正
月
の
八
条
院
領
処
分
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
直
勝
氏
は
、
安
楽
寿
院
領
が
以
仁
王
の
姫
宮
に
伝
領
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
以
仁
王
の
平
家
打
倒
の
挙
兵
の
際
に
、
八
条
院
が
挙
兵
を
了
承
し
、
女
院
領
が
そ
の
財
源
（旧）
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
八
条
院
と
以
仁
王
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
以
仁
王
の
姫
宮
と
し
て
は
、
い
わ
ば
戦
争
孤
児
で
あ
る
わ
が
身
に
、
八
条
院
は
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
、
八
条
院
領
の
大
方
は
、
以
仁
王
の
姫
宮
に
で
は
な
く
、
昇
子
と
姫
宮
に
と
っ
て
は
異
父
弟
の
良
輔
（
二
人
の
母
は
、
八
条
院
女
房
三
位
局
）
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
八
条
院
は
、
以
仁
王
の
姫
宮
に
内
親
王
宣
旨
が
下
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
の
だ
が
、
父
親
が
親
王
で
は
な
く
、
し
か
も
犯
罪
人
で
あ
る
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
こ
と
を
理
由
に
、
兼
実
を
は
じ
め
他
の
公
卿
達
か
ら
反
対
さ
れ
、
内
（Ｍ）
親
王
に
な
れ
な
か
っ
た
。
以
仁
王
の
姫
宮
は
、
こ
の
よ
う
な
処
遇
に
不
満
を
募
ら
せ
、
昇
子
の
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
の
伝
領
に
異
議
を
申
し
立
て
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
元久元年（’一一○四）二月一一十七日に、以仁王の姫宮は
没
す
る
の
で
あ
る
が
、
姫
宮
の
死
に
つ
い
て
、
『
明
月
記
』
に
は
、
「日来依二此病気一女院一品宮御二他所（（中略）病又殊無二
重間事一卒爾之問人成し疑歎、此三ヶ夜有二赤気一云々、母
（旧）
儀近日参。篭賀茂「不し被し知二重病由一云々」「一口、宮御少
年之間、邪気護身有し偉由披露、渡二御破壊御願寺一先々此
人邪気叫喚狂乱錐連日事、不し被し去二其所一之故、人頻奇思
云
々
、
貞
命
法
眼
凪
夜
近
習
云
々
、
世
称
二
難
産
「
其
本
性
極
不
（垢）
直、虚誕議一一一一口之他無也」と記されている。姫宮の死が突然
の
こ
と
で
、
ｌ
し
か
も
、
姫
宮
の
母
八
条
院
三
条
局
は
参
篭
中
で
、
参
篭
か
ら
出
て
き
て
か
ら
、
姫
宮
の
死
を
知
ら
さ
れ
た
Ｉ
人
々
が
首
を
傾
げ
た
こ
と
、
姫
宮
が
「
狂
人
」
で
、
そ
の
邪
気
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
昇
子
は
八
条
殿
か
ら
避
難
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
昇
子
は
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
八
条
院
領
の
伝
領
に
つ
い
て
、
姫
宮
と
九
条
家
と
の
対
立
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
昇
子
呪
誼
の
噂
を
九
条
家
側
か
ら
流
さ
れ
、
姫
宮
は九条家に対して恨みを募らせていたであろう。さらに、
八
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姫
宮
の
不
自
然
な
死
か
ら
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
九
条
家
が
刺
客
を
放
っ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
姫
宮
の
死
に
際
し
、
怨
霊
の
存
在
を
信
じ
、
恐
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、
九
条
家
は
、
昇
子
を
物
怪
に
取
り
懸
か
れ
な
い
よ
う
、
避
難
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
元久元年（’一一○四）四月一一十三日、兼実は、自らの所
領
を
娘
の
宜
秋
門
院
任
子
に
譲
り
、
任
子
の
死
後
は
道
家
に
伝
え
る
（Ⅳ）
旨の譲状を作成している。その中に、「就二姫君領「不し勤二
年貢｛不し従二庁役「然而入一一目録「被し下二官符一了、佃注。
入
之
一
」
と
あ
り
、
い
く
つ
か
の
所
領
を
こ
の
「
姫
君
」
に
譲
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
姫
君
」
と
は
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
玉
葉
』
に
お
い
て
「
姫
君
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
任
子
す
な
（旧）
わ
ち
宜
秋
門
院
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
入
内
一
別
に
関
し
て
で
あ
り
、
入
（旧）
内
後
は
「
女
御
」
と
、
文
治
六
年
四
月
の
立
后
後
は
「
中
宮
」
と
記
（別）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
譲
状
で
は
、
任
子
を
「
宜
秋
門
院
」
と
記
し
て
お
り
、
「
姫
君
」
と
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
姫
君
と
記
さ
れ
る
く
ら
い
の
年
齢
の
女
子
と
い
う
と
、
任
子
の
娘
で
兼
実
の
外
孫
の
昇
子
内
親
王
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昇
子
は
皇
族
で
あ
る
か
ら
、
「
姫
君
」
で
は
な
く
「
姫
宮
」
と
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
他
に
該
当
す
る
女
子
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
譲
状
の
他
の
箇
所
で
「
宜
秋
門
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
任
子
の
こ
法
政
史
学
第
四
十
八
号
と
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
兼
実
が
こ
の
「
姫
君
」
に
与
え
る所領に対して、「不し勤二年貢「不し従二庁役一」と特別な配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
姫
君
」
は
、
兼
実
の
外
孫
の
昇
子を指すものと考えられる。
さ
て
、
元
久
元
年
に
、
兼
実
が
所
領
を
処
分
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
自
ら
の
健
康
問
題
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『明月記』元久元年（一二○四）同年四月十日条には、「宰
相中将殿参二法性寺殿一絵、女院自二昨日一渡御云々」と記さ
れ
、
良
経
・
良
輔
と
「
女
院
」
が
法
性
寺
殿
に
集
ま
っ
て
い
る
。
兼
実の譲状は四月一一十一一一日に書かれているから、三人が法住
寺
殿
に
集
ま
っ
た
の
は
、
兼
実
の
所
領
処
分
に
つ
い
て
の
相
談
と
み
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
女
院
」
と
は
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
期
の
『
明
月
記
』
に
お
い
て
、
「
女
院
」
と
記
さ
れ
て
（別）
いる条、例えば、「参二八条殿一夜前女院一品宮御二西殿一」
「故斎院御二八条殿一之問、依レ思二御附属事一奉レ呪１狙此姫
（犯）
宮
井
女
院
こ
な
ど
を
み
て
み
る
と
、
「
女
院
」
と
記
さ
れ
る
場
ム
ロ
は
、
八
条
院
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
女
院
」
と
書
い
て
八
条
院
（、）
以外の女院を指す場〈口は、「女院、宜秋」と記している。
し
た
が
っ
て
、
兼
実
の
所
領
処
分
の
相
談
に
、
法
性
寺
殿
に
来
た
「
女
院
」
は
、
八
条
院
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
兼
実
の
所
領
処
分
の
相
談
時
に
、
八
条
院
も
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
八
八
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の
兼
実
の
所
領
処
分
に
際
し
て
、
八
条
院
も
幾
ら
か
の
所
領
を
、
猶
子
で
あ
る
昇
子
に
与
え
る
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
史料〔ｌ〕（Ｈ）（１）の譲状とみられる。
さらに注目したいのは、史料〔１〕（Ｅ）の割注の「可レ為二
御進退一之趣被レ載し之」である。「御進退」することがこの
譲
状
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
御
進
退
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
譲
状
が
書
か
れ
た
の
は
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
正
月
で
あ
り
、
史
料
〔
２
〕
の
『
玉
葉
』
建
久
七
年
正
月
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
経
緯
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
三
日
後
の
『
玉
葉
』
建
久
七
年
正
月
十
七
日
条
に
、
「
大
相
国
被
し
来
、
可二上表一事、被二示合一也、不し可し被二早了一由答了」と記さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
御
進
退
」
と
は
、
こ
の
兼
実
の
「
可
二
上
表
一
事
」
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
八
条
院
は
、
兼
実
の
関
白
辞
職
の
意
向
を
耳
に
入
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
伴
い
、
所
領
を
昇
子
に
譲
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
八
条
院
は
、
自
身
に
関
わ
る
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
兼
実
の
進
退
や
健
康
問
題
に
関
わ
る
こ
と
で
、
兼
実
の
外
孫
の
昇
子
に
所
領
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
条
院
が
兼
実
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
っ
て
兼
実
は
皇
嘉
門
院
の
猶
子
と
さ
れ
、
そ
の
所
領
を
相
続
春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
し
、
皇
嘉
門
院
領
は
九
条
家
領
の
核
と
な
っ
た
。
野
村
育
世
氏
に
よ
れ
ば
、
皇
嘉
門
院
は
、
摂
関
家
の
「
氏
后
」
と
し
て
の
立
場
よ
り
も
、
九
条
家
と
い
う
「
家
」
の
独
立
を
推
進
す
る
立
場
を
採
っ
た
の
（別）
だ
と
い
う
。
ま
た
、
五
味
文
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
兼
実
が
八
条
院
に
頻
繁に出入りするようになるのは、皇嘉門院の死後であり、
庇
護
者
を
失
っ
た
兼
実
は
八
条
院
を
頼
り
に
す
る
存
在
と
し
て
接
近
（妬）
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
八
条
院
は
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
正
月
、
自
身
の
健
康
問
題
か
ら
昇
子
に
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
を
は
じ
め
と
す
る
所
領
を
与
え
た
。
の
み
な
ら
ず
、
兼
実
の
進
退
・
健
康
問
題
に
関
わ
っ
て
も
昇
子
に
所
領
を
与
え
て
い
る
。
五
味
氏
は
、
兼
実
の
春
日
詣
の
関
係
文
書
が
八
条
院
に
関
わ
る
文
書
群
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
条
院
と
九
条
家
が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
（妬）
八
条
院
は
九
条
家
を
後
援
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
八
条
院
が
昇
子
に
、
兼
実
の
進
退
に
関
わ
っ
て
所
領
を
与
え
た
こ
と
は
、
兼
実
と
の
密
接
な
関
係
が
前
提
と
な
ろ
う
。
八
条
院
は
、
兼
実
が
期
待
し
て
い
た
以
上
に
九
条
家
一
族
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
九
条
家
の
外
孫
昇
子
内
親
王
は
、
八
条
院
の
所
領
を
伝
領
し
た
。
兼
実
が
昇
子
の
母
の
任
子
を
、
後
鳥
羽
天
皇
の
後
宮
に
入
内
さ
せ
た
の
は
、
皇
子
を
儲
け
て
東
宮
に
立
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
天
皇
の
外
戚
の
地
位
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
任
子
に
生
ま
れ
た
の
は
皇
女
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
兼
実
は
任
子
の
第
八九
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二
子
に
期
待
を
か
け
て
い
た
の
だ
が
、
後
鳥
羽
天
皇
の
女
房
と
し
て
仕
え
て
い
た
僧
侶
能
円
の
娘
が
皇
子
を
出
産
し
た
。
こ
の
能
円
の
娘
の
母
は
、
兼
実
の
政
敵
で
あ
る
源
通
親
に
再
嫁
し
て
お
り
、
通
親
は
、
義
理
の
娘
が
皇
子
を
出
産
し
た
こ
と
で
、
妻
の
連
れ
子
を
養
女
（”）
と
し
て
迎
え
、
皇
子
を
目
、
ｂ
の
外
孫
と
し
た
の
で
あ
る
。
昇
子
が
八
（油）
（羽）
条
院
の
猶
子
と
な
る
の
は
、
通
親
の
「
外
孫
」
が
誕
生
し
て
か
『
ｂ
（卯）
｜ヵ月後、兼実が辞職の決意を固める一ヵ月一別のことであ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
兼
実
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
女
房
が
皇
子
を
出
産
し
、
そ
の
皇
子
が
通
親
の
手
元
に
引
き
取
ら
れ
た
経
緯
を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
僧
侶
の
外
孫
な
ら
ば
、
天
皇
の
外
戚
競
争
に
障
り
は
な
い
が
、
村
上
源
氏
の
外
孫
と
し
て
な
ら
、
東
宮
に
立
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
兼
実
は
、
最
後
の
善
後
策
と
し
て
、
自
ら
の
関
白
辞
職
に
よ
り
、
有
力
な
後
見
人
を
失
う
外
孫
の
昇
子
を
、
九
条
家
の
後
援
者
で
あ
る
、
八
条
院
の
猶
子
と
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
兼
実
や
良
通
が
皇
嘉
門
院
と
猶
子
関
係
を
結
び
、
皇
嘉
門
院
領
を
相
続
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
兼
実
が
昇
子
を
八
条
院
の
猶
子
に
し
た
こ
と
は
、
八
条
院
領
を
相
続
さ
せ
る
た
め
の
下
準
備
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
当
時
の
女
性
が
生
き
て
い
く
基
盤
を
考
慮
し
た
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
「
六
の
宮
の
（別）
姫
君
の
夫
出
家
の
雪
四
「
中
務
大
輔
の
娘
、
近
江
の
郡
司
の
稗
と
な
法
政
史
学
第
四
十
八
号
九○
〈犯）
り
し
語
」
等
の
、
貴
女
零
落
の
説
話
が
多
く
み
》
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
両
親
の
な
く
な
っ
た
娘
が
、
身
分
相
応
の
暮
ら
し
が
出
来
ず
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
に
つ
い
て
、
脇
田
晴
子
氏
は
、
婚
姻
形
態
が
、
妻
問
婚
や
婿
取
婚
で
あ
っ
た
当
時
の
女
性
達
が
身
分
に
相
応
し
た
生
活
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
富
や
権
力
を
持
ち
後
楯
と
な
る
親
の
存
在
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
（羽）
指摘されている。このことをふまえると、兼実が、関｛ロ辞
職の直前に、昇ヱ上と八条院の猶子としたことは、自らの代
（弧）
わ
り
と
な
る
後
楯
を
必
要
と
Ｉ
）
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
、
昇
子
は
、
兼
実
の
権
力
へ
の
野
望
か
ら
そ
の
生
を
受
け
、
そ
し
て
、
兼
実
の
失
脚
に
よ
っ
て
、
不
遇
な
内
親
王
と
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
信
心
深
い
兼
実
は
、
自
身
の
勝
手
に
よ
っ
て
、
昇
子
を
不
幸
な
目
に
遭
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
罪
の
意
識
を
持ったに相違ない。
こ
の
よ
う
に
、
兼
実
が
所
領
伝
領
の
た
め
で
は
な
く
、
後
見
を
依
頼するために、子上メを女院の猶子とした例として、兼実の
息良輔についてみてみたい。文治元年（’’八五）九月二
十日、良輔は兼実と八条院の有力な女一房三位局との間に生
ま
れ
る
。
兼
実
は
、
「
落
胤
女
子
甚
異
様
事
也
、
而
生
二
男
子
一
弱）
可
し
悦
々
々
、
即
遣
二
護
剣
一
腰
二
と
、
男
子
誕
生
を
喜
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
文
治
一
一
年
（
’
’
八
六
）
二
月
四
日
に
は
、
八
条
院
Hosei University Repository
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
『
玉
葉
』
に
は
、
「件児、彼院女房三位殿腹、件参上儀、最密儀、以二女院八
（郷）
葉御車一被二迎取一也一云々」と、大蔵卿宗親の妻が乳母とし
て
参
上
し
た
こ
と
が
、
「
最
密
儀
」
の
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、良輔の八条院御所での五十日百日の儀が、「依二密議一
（師）
無
二
陪
膳
人
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
治
三
年
（
’
一
八
七）十月一一十一一一日の真菜の儀では、「余参一一八条院一依二小
（胡）
児真菜事一也、依二密々儀一不し引二移馬｛網代車也」と、兼
実
は
、
「
密
儀
」
に
よ
り
、
馬
で
は
な
く
車
で
出
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
元
年
（
’
一
九
○
）
十
二
月
十
七
日
の
着
袴
の
儀
で
も
、
「余小童、姓縛於二八条院「有二着袴事一価余参入、大将
（洲）
相
伴
、
子
細
有
し
別
、
密
儀
也
」
と
、
こ
の
時
も
「
密
儀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
二
年
（
二
九
一
）
正
月
に
、
兼
実
と
良
経
等
が
法
成
寺
に
出
向
い
た
際
に
、
良
輔
は
、
父
兼
実
の
車
に
で
は
（川）
な
く
、
良
経
の
車
に
同
乗
さ
せ
》
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
建
久
五
年
（
二
九
四
）
四
月
十
九
日
に
は
、
良
経
が
良
輔
を
養
う
た
め
に
引
（⑪）
き
取
り
に
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
良
輔
の
通
過
儀
礼
に
際
し
て
、
兼
実
が
「
密
々
儀
」
と
し
た
り
、
実
の
父
親
で
あ
り
な
が
ら
、
息
良
経
に
父
親
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
川
寿
子
氏の指摘に注目したい。氏は、鳥羽天皇と待賢門院璋子と
春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
の
間
に
生
ま
れ
た
目
君
（
通
仁
親
王
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
目
君
誕
生
の
際
に
、
宮
中
か
ら
御
剣
が
母
子
に送られたことについて、「御剣内々従し院被レ奉レ内」（『中
右
記
』
元
永
二
年
五
月
廿
八
日
条
）
と
記
さ
れ
、
命
名
に
際
し
て
も、「若宮御名可二撰申一之由内々自レ院被し仰云々」（『永昌
記
』
天
治
元
年
六
月
十
日
条
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
白
川
院
が
「
内
々
」
に
取
り
行
な
っ
て
い
る
こ
と
、
御
名
文
が
勅
筆
で
は
な
い
こと（『永昌記』天治元年六月廿二日条）、また、御産祈願
の祈祷については、「錐し為二本院沙汰一新院為二中宮御産御
祈一被し行也」（『永昌記』天治元年一一一月廿七日条）と、産養
の九夜については、「皇后宮被レ設二御産養儀一脈脳肺峨
レ鵬雌鞭也」（『永昌記』天治元年六月七日条）と、ここで
も
、
実
際
は
白
川
院
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
鳥
羽
天
皇
の
次
男
目
君
も
、
長
男
顕
仁
親
王
（
後
の
崇
徳
天
皇
）
と
同
様
に
、
鳥
羽
天
皇
の
子
で
は
な
く
、
白
川
上
皇
の
子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
（枢）
い
る
。
目
君
が
白
川
上
白
三
の
子
で
あ
る
こ
と
が
、
表
沙
汰
に
は
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
「
内
々
」
と
記
さ
れ
た
り
、
上
皇
が
裏
で
指
図
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
良
輔
に
関
す
る
『
玉
葉
』
の
記
述
に
な
ぞ
ら
え
る
九
一
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と、兼実が「密々」と記しているのは、良輔を自分の子と
して公にはできない事情があったのであろう。ではその事
情とは何であろうか。良輔は、兼実と八条院女房三位局と
の間に生まれた。この三位局という人は、以前は以仁王の
妻であり、皇子（道尊）と皇女を儲けている（〔関係系
図〕参照）。先にふれたように、八条院が、この以仁王の
遺児の姫宮に内親王の宣旨が下されるよう働きかけた時、
兼実は、犯罪人の子であることを理由に反対している。つ
まり、以仁王は犯罪人として認識されていたのである。良
輔の生まれた文治元年頃は、源平争乱の記憶がまだ人々の
記憶に新しく、争乱のきっかけを作った以仁王は、犯罪人
と見なされていたであろう。その犯罪人の妻との間に子を
成したということは、兼実にとって体裁が悪く、自分の子
と
し
て
公
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め、「玉葉』に「密々」と記せざるを得なかったと考えら
れる。このことをふまえると、良輔が八条院の猶子となったの
は、兼実が八条院との絆を堅固なものにするためとの見方
（旧）
がされているが、それは疑問である。兼実が、八条院の有
力な女房三位局と親しい関係になったのは、八条院に保護
を求めようとするためであったが、子どもができたことは
法
政
史
学
第
四
十
八
号
※
|｜｜
；１１
育姻
関関
養実婚
係孑係
予想外のことだったのであろう。そのような状況のもとに
生まれた良輔を、兼実は公に認知できなかったため、八条
〔関係系図〕
九中階盛章女（八条院女房三位局）
一「「「「「［ＨⅡ曄雫（八条院湘子）一一一
以仁王（八条院猶子）
藤原俊成ｌＨⅡⅡⅡ趣寿御荊Ｉ‐‐Ｌ‐Ｉ「「「し
後
鳥
羽Ｔ昇子（八条院猶子）シ
任
子
良
経
良
輔
（
八
条
院
猶
子
）
一
九
一
一
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院
に
そ
の
後
見
を
託
し
て
猶
子
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
昇
子
、
良
輔
が
八
条
院
の
猶
子
と
な
っ
た
の
は
、
後
見
者
で
あ
る
兼
実
が
、
後
見
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
後
見
を
託
す
た
め
に
、
八
条
院
の
（Ｍ）
猶子となったとい》えよう。
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
註（１）『九条家文書』一四九九号（『図書寮叢刊』）。
（２）『玉葉』正治二年二月一一一日条。
（
３
）
『
玉
葉
』
正
治
二
年
六
月
廿
八
日
条
。
（４）『平安遺文』三九一一一一号。
（
５
）
「
明
月
記
』
建
仁
二
年
五
月
六
日
、
十
日
条
。
（６）『明月記』建仁一一年五月十三日条。
（
７
）
『
栄
華
物
語
』
巻
第
四
、
第
五
。
（
８
）
『
猪
熊
関
白
記
』
建
仁
二
年
十
月
廿
一
日
条
。
（
９
）
『
公
卿
補
任
』
建
仁
二
年
。
（
皿
）
『
明
月
記
』
治
承
四
年
五
月
一
日
条
。
（
Ⅱ
）
『
健
寿
御
前
日
記
』
解
説
二
四
～
一
一
七
頁
（
玉
井
幸
助
校
註
『
健
寿
御
前
日
記
』
〔
日
本
古
典
全
書
〕
朝
日
新
聞
社
、
’
九
五
四
）
。
段
富
門
院
は
、
以
仁
王
の
皇
子
で
中
階
盛
章
女
（
八
条
院
女
一
房
三
位
局
）
所
生
の
道
尊
を
猶
子
と
し
て
い
る
か
ら
、
『
明
月
記
』
治
承
四
年
五
月
一
日
条
に
み
え
る
、
健
御
前
が
段
富
門
院
の
も
と
で
養
育
し
て
い
た
「
姫
宮
」
と
は
、
道
尊
と
兄
妹
（
姉
弟
）
の
姫
宮
、
す
な
わ
ち
、
三
位
局
所
生
の
以
仁
王
の
姫
宮
と
み
ら
れ
る
。
当
初
は
、
般
富
門
院
に
養
育
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
八
条
院
の
猶
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
皿
）
『
健
寿
御
前
日
記
』
五
一
一
「
八
条
院
の
女
房
」
、
五
三
「
八
条
院のさぶらひ」、六二「うつりかはる世」。
（
旧
）
中
村
直
勝
「
以
仁
王
の
挙
兵
と
八
条
女
院
領
」
（
前
掲
）
。
（ｕ）『玉葉』建久七年正月十二日、十一一一日、十五日、十六
日条。
（
旧
）
『
明
月
記
』
元
久
元
年
二
月
廿
七
日
条
。
（
旧
）
『
大
日
本
史
料
』
四
’
八
、
元
久
元
年
二
月
廿
七
日
条
。
（
Ⅳ
）
『
鎌
倉
遺
文
』
’
四
四
八
号
。
（
旧
）
『
玉
葉
』
文
治
四
年
五
月
十
四
日
、
六
月
舟
日
、
八
月
四
日
、
同
五
年
正
月
十
二
日
条
等
。
（旧）『玉葉』文治六年一一一月十二日、十三日、十七日、十九
日、廿三日、廿七日、四月一一一日、廿日、廿一一日、廿六日条等。
（
別
）
『
玉
葉
』
文
治
六
年
五
月
三
日
、
八
日
、
九
月
十
日
、
十
月
一
日
、
十
一
月
十
四
日
、
十
六
日
、
十
九
日
、
十
二
月
廿
一
日
条
等
。
（
Ⅲ
）
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
五
月
十
九
日
条
。
（
皿
）
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
八
月
廿
二
日
条
。
（
閉
）
『
明
月
記
』
建
仁
三
年
二
月
廿
一
日
条
。
当
該
期
以
外
の
例
と
し
て
天
福
元
年
九
月
六
日
条
の
「
女
院
宜
秋
川
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
別
）
野
村
育
世
「
家
領
の
相
続
に
見
る
九
条
家
」
二
六
頁
（
『
日
本
歴史』四八一、’九八八）。
（
閉
）
五
味
文
彦
「
八
条
院
を
め
ぐ
る
諸
権
門
」
五
一
一
～
五
三
頁
（『小川信先生古稀記念諭集日本中世政治社会の研究』続群書類
従完成会、一九九一）。
九
＝￣
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
四
十
八
号
（別）同右、一一一六～三八頁。
（
汀
）
遠
城
悦
子
、
前
掲
論
文
六
六
～
七
一
頁
。
（昭）『三長記』建久六年十一一月五日条。
（
羽
）
『
歴
代
編
年
集
成
』
『
皇
代
記
』
で
は
、
建
久
六
年
十
一
月
一
日、『伏見宮御記録』『皇代暦」『本朝皇胤紹運録』では、
建久六年十二月二日。
（帥）『玉葉』建久七年正月十七日条。
（
別
）
『
今
昔
物
語
集
」
（
角
川
文
庫
）
本
朝
仏
法
部
下
巻
、
’
九
’
五
。
（
皿
）
『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
下
巻
、
三
○
’
四
。
（
冊
）
脇
田
晴
子
『
中
世
に
生
き
る
女
た
ち
』
（
岩
波
新
書
、
’
九
九
五
）
一
四
～
一
五
頁
。
（
弧
）
秋
山
喜
代
子
「
養
君
に
み
る
子
ど
も
の
養
育
と
後
見
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
○
一
一
’
一
、
’
九
九
三
）
。
氏
に
よ
れ
ば
、
天
皇
家
に
お
い
て
、
強
力
な
外
戚
を
持
た
な
い
皇
子
女
を
、
祖
母
（
女
院
）
が
引
き
取
る
こ
と
が
実
に
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
山
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
る
と
、
昇
子
が
八
条
院
の
猶
子
と
な
る
の
が
、
兼
実
が
関
白
辞
職
の
意
向
を
固
め
る
時
期
の
直
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昇
子
を
八
条
院
の
猶
子
と
し
た
の
は
、
所
領
獲
得
が
主
た
る
目
的
で
は
な
く
、
昇
子
の
後
見
を
託
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
妬
）
『
玉
葉
』
文
治
元
年
九
月
廿
日
条
。
（
胡
）
『
玉
葉
』
文
治
二
年
二
月
四
日
条
。
（
師
）
『
玉
葉
』
文
治
二
年
二
月
十
日
条
。
（羽）『玉葉』文治三年十月廿一一一日条。
（
胡
）
『
玉
葉
』
建
久
元
年
十
二
月
十
七
日
条
。
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
、
春
華
門
院
昇
子
は
一
七
歳
で
没
す
る。では、兼実と八条院から春華門院に譲られた所領は、
そ
の
死
後
、
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
春
華
門
院
没
後
の
八
条
院
領
に
つ
い
て
は
、
中
野
栄
夫
氏
が
、
八
条
院
領
播
磨
国
田
原
・
加
賀
国熊坂庄が春華門院の死後、宜秋門院を経て九条通家に伝
わり、九条家と皇室の双方が領有していたことを示されて
（１）
い
る
。
一
つ
の
荘
園
の
本
所
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
異
な
例
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
春
華
門
院
没
後
の八条院領の伝領の仕方についてみていきたい。
八
条
院
領
に
つ
い
て
は
、
史
料
Ｔ
〕
に
記
さ
れ
て
い
る
智
恵
光
院・蓮花心院・歓喜光院・安楽寿院・高野伝法院・覚王院。
二
春
華
門
院
没
後
の
伝
領
（
川
）
『
玉
葉
』
建
久
二
年
正
月
十
二
日
条
。
（
ｕ
）
「
玉
葉
』
建
久
五
年
四
月
十
九
日
条
。
（
岨
）
小
川
寿
子
「
白
川
院
と
〃
目
君
“
通
仁
親
王
」
一
一
二
～
二
五
頁
（『学芸国語国文学』一一五、’九九三）。
（
岨
）
小
池
桃
子
『
玉
葉
』
に
み
た
る
九
条
兼
実
の
後
室
構
造
に
関
する一考察」一一四～一一五頁（『政治経済史学』二二一一、’
九八五）
（
ｕ
）
秋
山
喜
代
子
前
掲
論
文
七
四
頁
。
氏
に
よ
れ
ば
、
父
親
の
死
に
よ
り
保
護
者
を
失
っ
た
子
が
養
君
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
九
四
●
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（２）
笠ロ提心院領が、「昭慶門院御領ロロ録」の中の、安嘉門院が
作
成
し
た
所
領
略
目
録
で
あ
る
「
皇
后
宮
職
御
管
領
目
六
」
に
み
え
て
い
る
。
山
常
住
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
が
見
え
な
い
が
、
同
目
録
に
、
「
叡
山
常
住
金
剛
院
」
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
所
領
は
、
皇
室
に
戻
さ
れ
た
が
、
他
の
い
く
つ
か
の
所
領
は
、
九
条
家
領
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
所領の伝領過程について見ていきたい。
元
久
元
年
（
’
二
○
四
）
四
月
に
、
兼
実
か
ら
春
華
門
院
に
譲
ら
れ
た
所
領
は
、
山
城
国
東
九
条
圧
、
河
内
国
黙
野
庄
、
和
泉
国
大
泉
圧
、
伊
勢
国
和
田
庄
、
同
国
山
郷
庄
、
同
国
富
田
御
厨
、
尾
張
国
杜
（３）
圧
、
参
河
国
士
ロ
良
庄
、
遠
江
国
小
奈
御
厨
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
山
城
国
東
九
条
庄
、
河
内
国
黙
野
庄
、
和
泉
国
大
泉
庄
、
伊
勢
国
和
田
庄
、
同
国
山
郷
庄
、
同
国
富
田
御
厨
が
、
「
九
条
道
家
初
度
惣
処
分
状
」
（
以
下
、
「
道
家
惣
処
分
状
」
と
記
す
）
に
み
え
る
。
ま
ず
、
和
泉
国
大
泉
庄
と
伊
勢
国
和
田
庄
は
、
八
条
院
領
加
賀
国
熊
坂
庄
（
史
料
〔
１
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
久
七
年
正
月
に
、
八
条
院
か
ら
春
華
門
院
に
伝
領
さ
れ
た
）
と
共
に
、
道
家
か
ら
九
条
禅
尼
（
道
家
息
教
実
室
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
和
泉
国
大
泉
庄
に
つ
い
ては、「件所年貢、被し充二宜秋門院高野護摩供料（於二領家
（４）
職一者、依二故女院仰一譲し之」１と、また、伊勢国和田庄と加
賀
国
熊
坂
庄
に
つ
い
て
は
、
「
已
上
和
田
庄
以
下
六
箇
所
、
宜
秋
門
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
（５）
院御領譲レ干し予其内也」と記され、ニーヵ庄が宜秋門院から
道家に譲られたことがわかる。
伊
勢
国
山
郷
庄
と
富
田
御
厨
は
、
道
家
か
ら
息
一
条
実
経
に
、
（６）
「家領女院方」として譲壱われている。「道家惣処分状」に
お
い
て
「
女
院
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
宜
秋
門
院
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ニ
ヵ
圧
も
、
宜
秋
門
院
か
ら
道
家
に
譲
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
山
城
国
東
九
条
庄
は
、
八
条
院
領
で
あ
る
安
楽
寿
院
領
備
中
国
駅
里
庄
と
共
に
、
道
家
か
ら
教
実
息
（
道
家
孫
）
九
条
忠
家
に
、
「
家
（７）
領
女
院
方
」
１
と
し
て
譲
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ニ
ヵ
庄
も
、
宜
秋
門
院
か
ら
道
家
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
兼
実
か
ら
春
華
門
院
に
譲
ら
れ
た
所
領
は
、
宜
秋
門
院
を
経
て
道
家
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
春
華
門
院
に
譲
ら
れ
た
八
条
院
領
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
兼
実
と
八
条
院
か
ら
春
華
門
院
が
伝
領
し
た
所
領
は
、
春
華
門
院
の
死
後
、
皇
室
に
戻
さ
れ
た
八
条
院
領
を
除
い
て
、
昇
子
の
母
宜
秋
門
院
に渡ったのである。
従
来
、
九
条
家
領
の
伝
領
に
つ
い
て
は
、
兼
実
↓
宜
秋
門
院
↓
道
家
の
ラ
イ
ン
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
春
華
門
院
昇
子
も
こ
の
ラ
イ
ン
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
相
続
人
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
昇
子
を
加
え
た
九
条
家
領
の
伝
領
過
程
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
春
華
門
院
の
遺
領
は
、
皇
室
と
宜
秋
九五
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門
院
任
子
に
渡
り
、
宜
秋
門
院
に
渡
っ
た
も
の
は
道
家
に
伝
わ
っ
た
。
皇
室
に
戻
さ
れ
た
安
楽
寿
院
領
の
う
ち
、
駅
里
庄
に
つ
い
て
は、建武三年（一一一一三六）の「左大将（九条道教）家政所
（９）
注進当知行地目録案」によれば、九条家は駅里庄の領家職
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
ぜ
駅
里
庄
の
領
家
職
が
九
,'１↓↓
：：：： 口１← 法政史学第四十八号九条家領の大部分兼実↓春華門院に譲られた九条家領安楽寿院領等八条院領の大部分八条院領熊坂庄・田原庄等及び安楽寿院領駅里庄（領家職） ←＜-－
条家に渡ったのかは不明である。ところで、摂関家が忠通
によって近衛家と九条家に分けられ、それぞれの祖である
近衛基実と九条兼実が、摂関家出身の高陽院泰子（忠実の
娘）と皇嘉門院聖子（忠通の娘）と猶子関係を結び、その
（川）
女
院
領
が
家
領
の
核
と
な
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の猶子関係について、高群逸枝氏は、摂関家出身の女院の
所領が皇室領化するのを防ぐために、同族と猶子関係を結
（Ⅱ）
んだとの見方をされている。任子も甥の道家と猶子関係を
結び、九条家領は、兼実↓任子↓道家へと渡り、皇室領と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
春
華
門
院
と
八
条
院
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
春
華
門
院
が
猶
子
関
係
を
結
ん
だ
八
条
院
か
ら
伝
領
し
た
八
条
院
領
の
う
ち
、
熊
坂
庄
・
田
原
庄
が
九
条
家
領
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
室
領
が
九
条
家
領
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
条
院
と
春
華
門
院
と
の
猶
子
関
係
は
、
高
陽
院
と
基
実
や
皇
嘉
門
院
と
兼
実
の
場
合
と
は
逆
の
利
益
を
九
条
家
に
も
た
ら
し
た
。
九
条
家
の外孫である春華門院が八条院の猶子となったことで、九
条
家
は
八
条
院
領
の
一
部
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
、
春
華
門
院
が
八
条
院
か
ら
伝
領
し
た
所
領
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
〔
１
〕
（
Ｊ
）
の
「
す
る
か
の
ハ
と
り
の
庄
、
あ
き
の
あ
ま
の
庄
（
駿
河
国
服
織
庄
・
安
芸
国
安
（皿）
摩
庄
）
」
で
あ
る
。
服
織
庄
は
、
「
昭
慶
門
院
御
領
目
録
」
に
見
い
出
九
六
Hosei University Repository
（旧）
せ、安摩庄は、久我家文書に、「安嘉門院御領」として記
されており、「道家惣処分状」にはこのニヵ庄は見られな
い
か
ら
、
皇
室
に
戻
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
九
条
家
に
渡
っ
た
は
ず
の
田
原
庄
が
、
「
昭
慶
門
院
御
（川）
領ロロ録」に「安嘉門院御跡」として入っているのである。
また、熊坂庄について、『経俊記』に、「依レ召参二安嘉門院一
熊坂・小豆鴫、可レ為二法華堂領一之由被レ下二院宣一為一一被
（旧）
見一也云々」と記され、安嘉門院領となっていたこし」が分
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
の
に
、
「
道
家
惣
処
分
状
」
に
記
さ
れ
た
次
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。
筑
後
国
三
毛
山
門
庄
件所、頼行朝臣以二相伝文書一藻壁門院御時寄進、
被し下二御下文「又被し成二宣旨一畢、而以レ謂レ被し
載二八条院古文書一安嘉門院令二押領一給畢、未曾有
（胴）
事也、
筑
後
国
三
毛
山
門
庄
は
、
宜
秋
門
院
に
仕
え
て
い
た
女
房
丹
後
の
（Ⅳ）
父源頼行か》ｂの所領で、道家の娘の藻壁門院博子に寄進さ
れ
、
九
条
家
領
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
所
領
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
嘉
門
院
が
八
条
院
領
で
あ
る
と
し
て
押
領
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
三
毛
山
門
庄
や
、
田
原
・
熊
坂
庄
の
よ
う
に
、
九
条
家
領
と
安
嘉
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
門
院
領
の
双
方
の
所
領
と
な
っ
て
い
る
圧
に
、
美
濃
国
古
橋
庄
が
あ
（旧）
る
。
こ
の
古
橋
庄
は
「
昭
慶
門
院
御
領
目
録
」
に
は
八
条
院
領
庁
分
とされ、『勘仲記』によれば、弘安六年（一一一八三）十月
（旧）
に、安嘉門院の五七日法要を営む用途領としてみ一え、安嘉
門
院
領
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
、
古
橋
庄
は
「
道
家
惣
処
分
（別）
状
」
に
も
見
い
だ
せ
、
「
佐
々
木
女
房
譲
進
所
々
」
と
し
て
、
摂
津
国
富
嶋
庄
・
越
前
国
和
田
新
庄
・
同
国
東
郷
庄
と
共
に
、
一
条
実
経
に譲られている。このうち、富嶋庄は、「昭慶門院御領目
録」に、「歓喜光院領摂津国富嶋庄中納言中将由緒州伝之問、
被莚。座一」と記され、八条院領の中の歓喜光院領であっ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
富
嶋
庄
は
、
「
道
家
惣
処
分
（皿）
状」には、「佐々木領」と記されており、九条家は一邑嶋圧
を
、
歓
喜
光
院
領
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る。また、「昭慶門院御領目録」にも、「中納言中将由緒相
（”）伝」と記されているから、一畠嶋庄を九条家から譲り受けた
一条家も、歓喜光院領とは認識していなかったと考えられ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
条
家
か
ら
富
嶋
庄
を
譲
り
受
け
た
実
経
か
ら
数
え
て
四
代
目
の
内
経
は
、
こ
の
富
嶋
庄
を
皇
室
に
返
付
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
部
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
が
、
「
道
家
惣
処
分
状
」
に
記
さ
れ
た
、
安
嘉
門
院
が
、
九
条
家
領
の
筑
後
国
三
毛
山
門
九
七
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荘
を
八
条
院
領
で
あ
る
と
い
っ
て
、
押
領
し
た
こ
と
で
あ
る
。
安嘉門院は、承元三年（’一一○九）に、後高倉院と北白
河院陳子との間に生まれた。貞応二年（一一一一一三）五月、
（別）
後高倉院か》ｂ八条院領を含む所領を譲り受けている。その
た
め
か
比
較
的
裕
福
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
所
有
す
る
御
所
を
貸
し
た
（渦）り、
調
度
品
の
修
繕
を
自
一
ｂ
の
所
領
で
賄
い
、
儀
式
の
際
に
内
裏
に
（妬）
貸
し
出
し
た
り
、
馬
長
（
神
事
な
ど
の
際
に
、
宮
中
か
ら
引
か
れ
る
馬
に
乗
る
騎
手
）
を
内
裏
か
ら
と
は
別
に
安
嘉
門
院
個
人
か
ら
提
供
（”）
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
経
俊
卿
記
』
に
は
、
安
嘉
門
院
に
関
し
て
「参院、安嘉門院被し申、尊恵僧正訴申近江国耳浦庄事、
衆徒訴申者、女院御領之儀無二相違「僧正知行可し宜之由、
（油）
可二申沙汰一之旨内々被二仰下一」と記され、所領に関する訴
え
に
つ
い
て
、
そ
の
決
裁
を
院
に
求
め
る
際
に
、
内
々
に
院
に
働
き
か
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
女
院
た
ち
が
、
例
え
ば
「
嘉
陽
門
院
被
し
申
、
河
内
国
東
馬
伏
庄
事
仰
止
レ
寄
．
進
浄
金
剛
院
一
子
（四）
細
先
可
レ
問
二
尊
恵
僧
正
二
と
、
天
皇
や
院
の
指
示
を
単
に
仰
い
で
い
る
こ
と
と
は
対
象
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
又
参
二
安
嘉
門
院
之
（犯）
次一多気庄事可し申、其次条々有二□被し申之旨一」「此次奏二
（別）
条々－又多気圧事、申一一安嘉門院御返事之趣二との記事も
見
い
だ
せ
、
多
気
庄
の
件
に
つ
い
て
、
安
嘉
門
院
と
天
皇
と
の
間
で
、
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
法
政
史
学
第
四
十
八
号
ら
、
安
嘉
門
院
は
、
自
己
の
所
領
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
所
領
の
略
目
録
を
作
成
す
る
な
ど
、
所
領
経
営
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
た
と思われる。
安
嘉
門
院
が
、
自
ら
所
有
す
る
所
領
に
関
し
て
、
ど
の
く
ら
い
関
心を持っていたかが、『明月記』の「去比或槐門、依二世途
之険難一御領一所可レ給之由、懇「一望安嘉門院一依二家領之
隣（被し申二安楽寿院領一依レ有二鳥羽院御遺誠等一不し許、念
（犯）
怨事更無二道理由緒『鳴呼之由有二沙汰一一云々」からうかが
え
る
。
あ
る
槐
門
Ⅱ
大
臣
が
、
経
済
的
に
苦
し
い
の
で
、
安
嘉
門
院
に
所
領
の
な
か
の
一
カ
所
を
譲
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
と
こ
ろ
、
安
嘉
門
院
は
大
変
怒
り
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
と
許
さ
な
か
っ
た
。
安
嘉
門
院
が
伝
領
し
た
八
条
院
領
は
、
膨
大
な
所
領
で
あ
る
。
あ
る
大
臣
も
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
ね
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
所
た
り
と
も
譲
ら
な
い
と
い
う
安
嘉
門
院
は
、
八
条
院
の
、
『
健
寿
御
前
日
記
』
に
記
さ
れ
た
「
例
な
ら
ぬ
御
事
の
た
び
た
び
に
、
を
り
に
つ
け
た
る
御
後
見
達
の
、
御
蔵
な
り
け
る
物
は
、
と
り
は
ら
は
れ
た
ろ
と
て
、
後
に
ぞ
、
所
々
の
請
文
な
ど
い
ひ
て
見
え
し
か
ど
、
そ
の
折
り
は
、
か
ず
か
ず
に
申
す
こ
と
だ
に
な
し
、
又
、
き
こ
え
あ
る
ほ
ど
の
も
の
は
、
二
条
院
、
後
白
河
院
、
申
さ
せ
給
ひ
け
る
と
て
、
御
蔵
に
は
、
塵
よ
り
ほ
か
に
、
の
こ
り
た
る
も
の
は
な
し
と
聞
き
し
か
（羽）
ど
、
な
に
と
も
お
ぽ
し
め
さ
ず
」
と
い
う
鷹
揚
さ
は
、
お
よ
そ
持
ち
九八
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合わせていない。所領に関しては締まり屋であったことが
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
安
嘉
門
院
は
、
父
後
高
倉院から譲り受けた八条院領について、文書上伝領してい
る
は
ず
の
い
く
つ
か
の
所
領
が
九
条
家
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
返
還
を
九
条
家
に
求
め
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の返還要求が、「道家処分状」にみられる、三毛山門庄の
安
嘉
門
院
の
（
思
い
違
い
に
よ
る
）
押
領
や
、
後
の
一
条
内
経
の
富
嶋庄返付と考えられる。そして、熊坂庄についても、安嘉
門
院
と
九
条
家
と
の
間
に
確
執
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て、『経俊卿記』には次のように記されている。
Ａ一条前摂政被し申、加賀国熊坂庄事仰、以一一女院御返
（狐）
事之趣一可し申、（建長八年九月十六日条ヵ）
之証文非し無二子細一価先被レ止二当時之沙汰一之由、自二
女院一被し申之由有二勅定一之旨申し之、畏申之由被申
御
教
書
し
之
、
其
間
条
々
有
二
御
問
答
事
｛
此
子
細
次
退
出
大
切
之
由
被し仰し之、然而当時無二其沙汰一之上、不し可レ及二別御
教書一之由、女院有し仰之旨申し之、次退出、（建長八年
九月十七日条）
Ｃ依レ召参二安嘉門院｛熊坂・小豆鴫、可レ為二法華堂領一
事之趣一可し申、
Ｂ予参二一条殿一
春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
之問、被し申二関東一寄一「附法華堂領一了、然而今所し被し進
熊坂庄事、為二後高倉院御譲状内御領一
之由被レ下二院宣一為二被見一也云々、（正嘉元年九月
七日条）
Ａ
で
は
、
道
家
の
息
一
条
実
経
が
奏
上
し
て
き
た
熊
坂
庄
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
女
院
」
の
返
事
を
も
っ
て
答
え
る
と
い
う
。
そ
の
「女院」の返事が、Ｂの傍線部である。それによると、熊
坂庄は、後高倉院から譲られた所領で、（承久の乱後、後
鳥羽上皇から鎌倉幕府に没収され）幕府からの命で、後高
倉院の法華堂に寄進したので、今行なわれている知行をや
め
る
よ
う
に
と
い
う
。
そ
し
て
、
熊
坂
庄
が
法
華
堂
領
で
あ
る
こ
と
を安堵した院宣が下されたことがＣで確認できる。この院
宣を披見するために、経俊が召しにより参上した所は、安
嘉門院である。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
Ａ
・
Ｂ
に
記
さ
れ
た
「
女
院」とは誰かということである。熊坂庄は、「道家惣処分
（羽）状」では、道家から息教実の室九条禅尼に譲られ、禅尼の
死後は教実の娘宣仁門院彦子に譲り、その後は、彦子と猶
子関係を結んでいる忠家の息に譲るように定めている。と
ころが、Ｂの傍線部の中に、「為二後高倉院御譲状内御領一
之間」とあり、この「女院」も、後高倉院から熊坂庄を譲
り受けている。承久の乱後、鎌倉幕府は後鳥羽上皇から没
収した八条院領を含む所領を後高倉院に与えた。そして、
九
九
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後高倉院が、貞応二年（一二一一一一一）五月一一一日に、崩御に先
（記）
立
ち
そ
の
所
領
を
与
え
た
の
は
、
娘
の
安
嘉
門
院
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
Ｂ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
女
院
」
と
は
、
安
嘉
門
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
で
、
経
俊
が
、
Ｂ
の
経
緯
で
出
さ
れ
た
熊
坂
庄
の
法
華
堂
領
安
堵
の
院
宣
を
、
安
嘉
門
院
に
召
さ
れ
て
披
見
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
Ｂ
の
「
女
院
」
が
安
嘉
門
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
Ａ
の
「
女
院
御
返
事
」
が
Ｂ
の
傍
線
部
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
の
「
女
院
」
も
安
嘉
門
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
の
傍
線
部
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
熊
坂
庄
は
、
私
（
安
嘉
門
院
）
が
、
父
後
高
倉
院
か
ら
譲
り
受
け
た
所
領
で
、
（
承
久
の
乱
後
、
｜
時
鎌
倉
幕
府
が
管
轄
し
て
い
た
の
で
）
幕
府
と
相
談
し
て
、
後
高
倉
院
を
弔
う
法
華
堂
に
寄
進
し
て
い
ま
す
。
今
こ
こ
に
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
九
条
家
の
知
行
を
停
止
し
て
下
さ
い
」
と
。
つ
ま
り
、
安
嘉
門院は、熊坂庄は自分の有する所領であって、九条家領で
はないと言っていることになる（なお、Ｃの小豆嶋庄は、
本
家
が
安
嘉
門
院
で
、
九
条
家
は
領
家
職
を
所
有
し
て
い
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
は
、
熊
坂
庄
の
本
所
が
安
嘉
門
院
と
九
条
家
の
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
九
条
家
が
糾
し
た
が
、
安
嘉
門
院
の
主
張
が
通
り
、
安
嘉
門
院
領
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
或
い
は
、
安
嘉
門
院
が
八
条
院
領
関
係
の
文
書
を
も
と
に
、
九
法
政
史
学
第
四
十
八
号
条
家
に
熊
坂
庄
の
返
還
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
一
条
実
経
が
こ
と
の
是
非
を
奏
上
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
熊
坂
庄
は
、
九
条
家
の
正
応
六
年
の
忠
教
文
書
目
録
・
建
武
三
年
の
九
条
家
当
知
行
（師）
地目録案・応永一二年の経教遺戒等にはみられない。一方、
嘉元四年（一三○一一一）六月、後宇多上皇が熊坂庄等の所領
（犯）
を
昭
慶
門
院
領
と
す
る
院
宣
を
出
し
て
い
る
。
安
嘉
門
院
領
は
、
室
町
院
・
亀
山
上
皇
・
後
宇
多
上
皇
を
経
て
昭
慶
門
院
領
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
熊
坂
庄
は
、
こ
の
一
件
を
も
っ
て
安
嘉
門
院
領
と
な
っ
た
ことがわかる。
で
は
、
熊
坂
庄
と
同
じ
よ
う
に
、
九
条
家
と
安
嘉
門
院
の
双
方
が
本
所
と
な
っ
て
い
る
田
原
圧
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
田
原
庄
は
、
「道家惣処分状」にはみられず、正和五年（一三一一一）の
一
音
院
所
領
目
録
に
見
ら
れ
、
道
家
が
建
立
し
た
一
音
院
に
、
道
家
が
「
御
祈
料
所
」
と
し
て
公
文
職
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
（羽）
原
庄
は
道
家
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
また、建武三年（一三一一一六）の「左大将（九条道教）家政
（㈹）
所
中
心
当
知
行
地
目
録
案
」
に
、
「
播
磨
国
田
原
庄
一
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
田
原
庄
は
九
条
家
領
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
｜
方
、
「
昭
慶
門
院
御
領
目
録
」
に
も
、
田
原
圧
は
「
安
嘉
門
（机）
院
御
跡
」
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
安
嘉
門
院
領
に
も
な
っ
て
い
る
。
安
嘉
門
院
の
、
熊
坂
庄
や
三
毛
山
門
庄
の
奪
回
を
ふ
ま
え
る
と
、
安
’○○
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嘉
門
院
は
、
田
原
圧
に
つ
い
て
も
返
還
を
要
求
し
た
と
推
察
さ
れ
る。返還を要求されても道家が応じなかったのか、あるい
は
、
本
所
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
双
方
が
気
づ
か
ず
に
、
自
身の所領として処理していたのであろうか。
こ
の
よ
う
に
、
安
嘉
門
院
は
九
条
家
に
対
し
て
、
春
華
門
院
か
ら
渡った八条院領を返還するように求めた。安嘉門院の三毛
（化）
山門庄押領の暴挙を、「未曾有之事」と憤慨した道家は、
安
嘉
門
院
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
家
の
日
記
『
玉
蘂
』
に
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
こ
と
は記されていないが、「経俊卿記』に、「北白川院去夕崩御
云々、（中略）去亥時許俄以崩御、安嘉門院之外不一｜令し候
レ逢給一（中略）先是参二安嘉門院｛謁二備中局一了、次向一一内
府許一即被二出逢一安嘉門院中事可二何様一乎、其問事禅門
（い）
且被二不審一之故也」と記されている。北白河院の崩御に際
し
、
娘
で
あ
る
安
嘉
門
院
だ
け
が
臨
終
を
看
取
っ
た
こ
と
に
対
し
、
道
家
は
、
二
人
の
問
で
何
が
成
さ
れ
た
の
か
不
審
が
っ
て
い
る
。
道
家
は
、
徹
底
し
た
所
領
管
理
を
す
る
安
嘉
門
院
に
対
し
て
警
戒
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
安
嘉
門
院
と
道
家
と
の
間
に
は
、
双
方
が
伝
領
し
た
伝
領
し
た
八
条
院
領
を
め
ぐ
っ
て
、
諄
い
が
あったに相違ない。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
安
嘉
門
院
が
九
条
家
に
八
条
院
領
春華門院昇子内親王の八条院領伝領についての一考察（遠城）
の
返
還
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
華
門
院
が
伝
領
し
た
八
条
院
領
は
、
春
華
門
院
の
没
後
は
す
べ
て
皇
室
に
戻
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
の
庄
が
九
条
家
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
庄
の
八
条
院
領
の
中
の
領
分
を
見
て
み
る
と
、
歓
喜
光
院
領
富
嶋
庄
以
外
の
、
熊
坂
・
田
原
・
古
橋
庄
は
庁
分
で
あ
る
。
で
は
、
庁
分
の
所
領
が
九
条
家
に
渡
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
服
織
庄
・
安
摩
圧
は
庁
分
で
あ
る
が
、
春
華
門院の没後皇室に戻されている。また、八条院領庁分の相
模
国
二
宮
河
勾
庄
は
、
史
料
Ｔ
〕
の
春
華
門
院
へ
の
譲
状
目
録
に
はみられないが、「安嘉門院庁政所下文」に、「寄。進八条
院
「
（
中
略
）
其
後
春
花
門
院
御
伝
領
之
時
、
子
細
同
前
、
次
佐
渡
院御相承之後、（中略）承久乱逆之後、被し進二安嘉門院御
（“）
領一之時」と記され、八条院から春華門院に譲一ｂれ、春華
門
院
の
没
後
は
皇
室
に
戻
さ
れ
、
安
嘉
門
院
領
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
九
条
家
に
入
っ
た
八
条
院
領
に
明
確
な
区
分
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
春
華
門
院
は
八
条
院
領
の
他
に
、
外
祖
父
の
九
条
兼
実
か
ら
九
条
家
領
の
一
部
を
譲
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
憶
測
す
る
と
、
春
華
門
院
の
没
後
の
所
領
整
理
の
過
程
で
、
八
条
院
領
の
一
部
が
、
あ
や
ま
っ
て
九
条
家
領
と
混
同
さ
れ
て
九
条
家
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
条
家
に
入
っ
た
八
条
院
領
の
う
ち
、
道
家
か
ら
一
条
実
経
に
譲
ら
れ
た
、
庁
分
の
古
橋
庄
と
歓
喜
光
￣
○
一
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院領薑嶋庄は、「道家惣処分状」に「佐々木女一房譲進所
（旧）々」と記されている。「佐々木女一房」がどのような人物か
はわからないが、春華門院に仕えていた経緯からこの二庄
を譲り受けたのであろうか。そして、この二庄を伝領した
一条内経は、歓喜光院領の富嶋庄は皇室に返還したが（内
経が、九条家から譲り受けた歓喜光院領富嶋庄を皇室に返
還したのは、一条家祖の実経が、旧八条院領の熊坂庄をめ
ぐって、皇室と折衝したことが何らかの形で伝えられてい
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
）
、
庁
分
の
古
橋
庄
は
返
還
し
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
春
華
門
院
が
伝
領
し
た
所
領
は
、
そ
の
没後は、八条院から譲られたものは皇室に返還し、兼実か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
は
九
条
家
に
渡
る
の
が
本
筋
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
皇
室
に
戻
さ
れ
る
は
ず
の
所
領
の
い
く
つ
か
が
九
条家に入っていたため、安嘉門院が「以レ謂レ被し載二八条院
（桁）
古
文
書
二
と
称
し
て
、
そ
の
返
還
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
た
も
のと考えられる。
法
政
史
学
第
四
十
八
号
Zw5wZ､Ｔ註
、-ノ、=ソ、.’、-’
中野栄夫、前掲論文一一一一三～一三五頁。
『鎌倉遺文』二一一六六一号。
『鎌倉遺文』’四四八号。
『九条家文書』五１（１）。
（
５
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
６
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
７
）
（
４
）
に
同
じ
。
（８）春華門院の没後、八条院領は順徳天皇に伝領されたと
の見方がなされている。｜方、野村育世氏は、その典拠が
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
、
春
華
門
院
が
順
徳の准母であったというのは謬説であるとして、春華門院
の没後、八条院領を手中にしたのは、春華門院の父後鳥羽
院
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
「
中
世
に
お
け
る
天
皇
家
ｌ
女
院
領
の
伝領と養子ｌ」日家族と女性の歴史ｌ古代・中世ｌ』吉川
弘
文
館
、
’
九
八
九
〕
三
○
四
頁
）
。
し
か
し
、
嘉
禎
四
年
四
月
の
安嘉門院庁政所下文（『鎌倉遺文』五一一三五号）には、
「寄．進八条院一（中略）、其後春花門院御伝領之時、子細
同
前
、
次
佐
渡
院
御
相
承
之
後
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
八
条
院
領
が、春華門院の没後、順徳天皇に渡ったことがわかる。
（９）『九条家文書」一一三。
（Ⅵ）野村育世「家領の相続にみる九条家」（前掲）一一三～
二六頁。
（Ⅱ）高群逸枝『日本婚姻史』（至文堂、’九六三）一四○頁。
（
皿
）
（
２
）
に
同
じ
。
（
旧
）
『
鎌
倉
遺
文
』
三
八
四
一
号
。
（
Ｍ
）
（
２
）
に
同
じ
。
（旧）『経俊卿記』正嘉元年九月七日条。
（
旧
）
（
４
）
に
同
じ
。
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春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遠
城
）
（Ⅳ）『越後野志』（『大日本史料』六’’八、四四九頁）。
（
旧
）
（
２
）
に
同
じ
。
（
田
）
『
勘
仲
記
』
弘
安
六
年
十
月
九
日
条
。
（
卯
）
（
４
）
に
同
じ
。
（Ⅲ）（２）に同じ。
（
〃
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
閉
）
（
２
）
に
同
じ
。
（
別
）
『
鎌
倉
遺
文
』
三
○
九
六
号
。
（
妬
）
『
経
俊
卿
記
』
暦
仁
三
年
十
月
廿
五
日
、
十
一
月
十
八
日
条
。
（
妬
）
『
経
俊
卿
記
』
文
永
十
年
六
月
十
六
日
条
。
『
明
月
記
』
歓
喜
元
年
十
一
月
十
六
日
条
。
（
〃
）
『
明
月
記
』
歓
喜
元
年
六
月
廿
三
日
条
。
（
邪
）
『
経
俊
卿
記
』
正
嘉
元
年
六
月
八
日
条
。
（
明
）
『
経
俊
卿
記
』
正
嘉
元
年
五
月
十
四
日
条
。
他
に
、
正
嘉
元
年
八
月
九
日
（
当
条
に
は
、
「
建
春
門
院
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
建
春
門
院
は
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
七
月
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
別
の
女
院
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
）
、
九
月
十
六
日
、
九
月
廿
三
日
、
文
応
元
年
八
月
七
日
条
な
ど
。
（
釦
）
『
経
俊
卿
記
』
建
長
八
年
九
月
十
六
日
ヵ
条
。
（
別
）
『
経
俊
卿
記
』
建
長
八
年
九
月
廿
三
日
条
。
（
釦
）
『
明
月
記
』
歓
喜
二
年
九
月
廿
九
日
条
。
（
胡
）
『
健
寿
御
前
日
記
』
五
四
「
八
条
院
御
所
の
あ
り
さ
ま
」
。
（
弧
）
『
加
能
史
料
』
鎌
倉
Ｉ
の
康
元
元
年
九
月
十
六
日
条
の
綱
文
お
よ
び
頭
注
で
は
、
「
女
院
」
を
宣
仁
門
院
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
国
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
従
来
、
八
条
院
領
の
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
時
の
処
分
は
、
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
を
含
む
ほ
と
ん
ど
が
、
以
仁
王
の
遺
児
の
姫
宮
に
譲
ら
れ
、
姫
宮
の
死
後
、
春
華
門
院
昇
子
に
伝
領
さ
れ
た
と
お
わ
り
に
史
大
辞
典
』
「
九
条
家
領
」
九
条
家
領
一
覧
熊
坂
庄
で
は
、
熊
坂
庄
の
伝
領
を
、
宣
仁
門
院
↓
東
福
寺
と
し
て
い
る
が
、
東
福
寺
が
領
有
し
て
い
た
の
は
、
『
鎌
倉
遺
文
』
’
四
○
七
九
・
’
四
○
八
○
号
文
書
に
よ
れ
ば
、
弘
安
三
年
九
月
に
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
寄
進
さ
れ
た
領
家職である。
（
開
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
妬
）
（
別
）
に
同
じ
。
（
師
）
『
国
史
大
辞
典
』
「
九
条
家
領
」
九
条
家
領
一
覧
熊
坂
庄
参
照
。
（
羽
）
（
２
）
に
同
じ
。
（
羽
）
中
野
栄
夫
、
前
掲
論
文
一
三
五
頁
。
（
Ⅲ
）
（
９
）
に
同
じ
。
（
似
）
（
２
）
に
同
じ
。
（
蛆
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
蛆
）
『
経
俊
卿
記
』
嘉
禎
四
年
十
月
四
日
条
。
（Ｍ）『鎌倉遺文』五一一三五号。
（
妬
）
（
４
）
に
同
じ
。
（
㈹
）
（
４
）
に
同
じ
。
○
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み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
記
録
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
伝
領
の
仕
方
は
、
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
安
楽
寿
院
・
歓
喜
光
院
領
に
つ
い
て
は
、
建
久
七
年
正
月
に
、
八
条
院
猶
子
の
昇
子
に
譲
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
じ
く
八
条
院
猶
子
の
以
仁
王
の
姫
宮
の
抗
議
に
よ
り
、
正
式
に
昇
子
に
伝
領
さ
れ
た
の
は
、
建
仁
二
年
（
’
二
○
二
）
十
月
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
久
七
年
正
月
の
時
点
に
お
い
て
、
兼
実
に
は
す
で
に
関
白
辞
職
の
意
向
が
あ
り
、
八
条
院
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
、
所
領
を
兼
実
の
外
孫
で
あ
る
昇
子
に
譲
っ
た
。
さ
ら
に
、
元
久
元
年
（
’
二
○
四
）
四
月
の
、
健
康
を
害
し
た
兼
実
の
所
領
処
分
に
際
し
て
も
、
八
条
院
は
昇子に所領を与えている。
昇
子
は
、
娘
任
子
を
入
内
さ
せ
、
皇
子
誕
生
を
待
望
し
て
い
た
兼
実
に
と
っ
て
は
、
期
待
は
ず
れ
の
外
孫
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昇
子
を
、
，
そ
の
後
見
を
託
す
た
め
に
八
条
院
の
猶
子
と
さ
せ
た
の
は
、
兼
実
が
天
皇
の
外
戚
競
争
に
敗
北
し
、
関
白
辞
職
決
断
の
前
に
と
っ
た
善
後
策
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
条
院
は
多
く
の
所
領
を
昇
子
に
譲
っ
た
。
そ
の
上
、
兼
実
の
進
退
問
題
や
健
康
問
題
に
際
し
て
も
、
所
領
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
八
条
院
の
、
昇
子
の
後
見
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
。
兼
実
が
、
自
ら
の
関
白
辞
職
に
よ
っ
て
、
後
見
者
を
失
う
外
孫
昇
子
の
た
め
に
取
っ
た
善
後
策
は
、
大
き
な
成
果
を
収
め
た
と
い
え
よ
う
。
庇
護
者
た
る
皇
嘉
門
院
法
政
史
学
第
四
十
八
号
を
失
っ
た
兼
実
は
、
新
た
な
庇
護
者
に
八
条
院
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
八
条
院
は
兼
実
の
期
待
に
、
予
想
を
越
え
て
応
え
た
と
い
え
る
。
春
華
門
院
昇
子
へ
の
八
条
院
領
伝
領
を
示
す
一
連
の
譲
状
は
、
兼
実
と
八
条
院
の
絆
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
春
華
門
院
の
没
後
は
、
伝
領
さ
れ
た
八
条
院
領
は
す
べ
て
皇
室
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
春
華
門
院
は
外
祖
父
兼
実
か
ら
も
、
九
条
家
領
の
一
部
を
譲
ら
れ
て
い
た
た
め
、
八
条
院
領
の
一
部
が
九
条
家
領
と
混
同
さ
れ
、
九
条
家
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
九
条
家
に
渡
っ
た
八
条
院
領
の
返
還
を
求
め
た
の
が
、
後
高
倉
上
皇
の
皇
女
で
、
春
華
門
院
の
従
姉
妹
に
あ
た
る
安
嘉
門
院
邦
子
で
あ
る
。
所
領
経
営
に
積
極
的
な
安
嘉
門
院
が
八
条
院
領
を
領
有
し
た
こ
と
に
よ
り
、
九
条
家
領
化
し
た
八
条
院
領
が
皇
室
に
取
り
戻
さ
れ
、
元
の
形
に
近
い
状
態
で
亀
山
上
皇
に
伝
え
ら
れ
、
大
覚
寺
統
の
所
領
と
な
っ
た
。
九
条
家
は
春
華
門
院
を
通
し
て
獲
得
し
た
八
条
院
領
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
皇
室
領
伝
領
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
安
嘉
門
院
の
所
領
奪
回
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
〔付記〕
本稿執筆にあたり、御指導いただいた中野栄夫先生に、
末
筆
な
が
ら
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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